
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

カガチ

オートマトン 13

人形

200

煉獄

16
恋の華.update

星空

ネクロマンサー

機械の体《サイバネティクス》

憎悪

聖夜

死人の王

同じ場所、同じ時を分かち合った相手のことを好いていた。世辞でも広いとは言い切れぬ病室の中、あなたはそばに居た誰かに恋をしていた。それは本当に恋だったのか？ もしかしたら、ただの友愛だったかもしれない。それでもあなたは、確かに誰かを好いていた。

あなたにひとつの任務を命じたネクロマンサーのことを、あなたは朧げに覚えている。姿形こそ思い出せないものの、ひとつ確かなことは……あの人に監視対象の情報を送らねばならないということだ。自らの主と同じ創造主たる姉妹のことを。

体が弱くて、いつもベッドの中からきらきら星の光る夜空を眺めていた毎日。寝たきりの木偶人形。そんなある日、丈夫な体を手に入れるために……機械の一部を体に繋いだのだった。あなたの体には、確かなサイバネティクスが宿っている。

好きだった誰かが居た。それが友愛か恋愛かは覚えていない。だけれども、その誰かへの好きの気持ちがいつしか裏返っていた。憎らしい。思えば、上から目線が多い奴だったかもしれない。同じ箱庭の中で生きていたあいつがふと口にした一言が、神経を逆撫でした。

その日は雪が降る綺麗な夜だった。友だちの家同士で開かれるクリスマスパーティーの招待状を貰って参加した。自由に動ける身体で、とても楽しい時間を過ごして、今と違って心の底から笑えていたはずなのに……今は、どうしてこうなってしまったんだろう。

自身の主。傀儡たちの君主。屍を統べる者。生前から今に至るまで、自分を弄んだ挙げ句の果てに……けったいな役目を押し付けた、どこまでも気に食わない奴《ネクロマンサー》──そんな私への恨み辛みや憎しみを晴らす機会を、きみに与えてあげる！

0 0 0

0 0 0

0 1 1

たからもの

シャナ

フェネ

マル

ミツネ

ニューロマンサー

依存

信頼

嫌悪

信頼

軽蔑

憎悪

3

0

0

0

0

0

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

信頼（中立者）→軽蔑（敵）
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煉獄の檻

死体電流
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惨劇の引き金
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ターン終了後«煉獄»にいれば次ターン最大行動値まで回復

行動値3以上のコストを一度に支払う場合-1（最低1）

パペット。狂騒参照

狂騒参照

自身に対する精神攻撃は判定値7以上でなければ狂気点を与えない

対象の姉妹は任意の「アクション」マニューバ1つを「ラピッド」として使用してよい。そのコストは自身が支払う

1ターンに1回、射程内の他の姉妹が「アクション」マニューバを宣言した際、合意の上で自身の現在行動値を1減らす代わりに宣言されたマニューバのコストを0としてよい

対象の姉妹はあなたが持つこれ以外の「ジャッジ」マニューバ１つを対象が所有するものとして「ジャッジ」で使用してよい。このコストは対象が支払う

対象が使用したジャッジマニューバ1つの「支援」を「妨害」に、「妨害」を「支援」に変更

戦乙女。行動値+2

狂騒参照

移動妨害1か転倒

あなたが「増援」としてホラーを舞台上に配置した際、そのホラーは【庇う】を得る。その後、そのホラーのパーツ2つを選んで損傷させる

あなたが操作するホラーが手駒に攻撃した際、そのダメージに「切断」の効果を得る（相手は切断判定修正+2）

仮面

2

1

マイクロプロセッサ。最大行動値1。対象が自身のレギオン・ホラーからの攻撃判定出目-1（全体攻撃では自身のみ）

最大行動値2

最大行動値2

肉弾攻撃１

肉弾攻撃１

現行動値が1以上で現カウントよりも低い姉妹1人を選ぶ。このカウント中、対象の姉妹は「アクション」マニューバ1つを使用してもよい
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